
コンピュータの歴史 （３）電気機械式計算機 

 １９３０年代後半にリレー（電磁断続器）を用いた

２進演算による計算機が出現した。この計算機は穴あ

き紙テープによるプログラミングが可能なものであり

１９４０年代にはエイケンとＩＢＭにより、Ｍａｒｋ

Ⅰ、ＭａｒｋⅡが開発された。 

 アメリカの未来学者アルビン・トフラーによると、人類は生活や文化に影響を与える

３つの波を経験しているという。第１の波は数千年にわたる緩やかな農業革命であった。

第２の波は蒸気機関の発明から始まる産業革命であり、第３の波は１９６０年頃に起源

を発する情報革命とそれを支える電子工学の急激な進歩である。現代に生きる私たちは

いやおうなくこの波の只中にいるわけである。 
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                            この第３の波では、コンピュータが大きな役割を演じている。ここでは、コンピュー

タがどのように誕生し進化していったか調べてみよう。 Ｍａｒｋ Ⅰ（ＩＢＭ） 

１．コンピュータ前史 ２．コンピュータの誕生 

（１）手動式計算機 （１）ＡＢＣマシン 

 手動式計算機としてわれわれに馴染みのあるそろ

ばんは、古代中国の周の時代にすでに使われていたと

いう。ヨーロッパでは、１７世紀に対数を利用した計

算尺が発明された。これらは電卓ができるまでは広く

一般に使用されていた。 

 

 

                 

計算尺 

（２）機械式計算機 

 １７世紀に哲学者・数学者として有名なパスカルが歯車を

使用した加算器を発明し、ついでライップニッツが加減乗除

の四則演算を行えるように改良した。また１９世紀には、バ

ベッジが階差計算機を発明した。歯車式計算機は、特に正確

に割り算ができる手回し卓上計算機として日本でも数十年前

まで活躍していた。                                       パスカルの加算器 

    

ライプニッツの歯車式計算機 バベッジの階差計算機   タイガー計算機（日本） 

 

 １９３９年にアメリカの研究者アタナ

ソフが学生ベリーを助手として世界初の

真 空 管 に よ る 電 子 式 計 算 機 Ａ Ｂ Ｃ

（Atanasoff-Berry Computer)を試作した。

実用化はされなったが、２進法の採用、コ

ンデンサーによるメモリ等、現代のコンピ

ュータにも通じる当時としては革新的な

アイデアが採用されていた。しかしこれら

の事実は近年まで殆ど知られていなかっ

た。 

                     ＡＢＣマシーン 

（２）ＥＮＩＡＣ 

 第二次大戦中、ペンシルバニア大学のモーク

リーとエッカートは米国陸軍弾道研究所の資

金を得て１９４３年にＥＮＩＡＣ（Electoric

Nu erical Int grator and omputer）の開発

を始め、１９４６年に完成した。真空管 18,000

本以上を使用し、消費電力 140KW、重さ 30 ト

ンの巨大な計算機械であった。これが世界最初

の実用された電子計算機である。しかし、プロ

グラムは配線やスイッチの設定を変えること

によってなされ、その変更には多大な手間がかかった。    ＥＮＩＡＣ 



  

 また、先にリレー計算機Ｍａｒｋ Ⅰを開発していたＩＢＭ社は電子計算機の製造を始め、

磁気ディスクやトランジスタを用いた大型汎用コンピュータを次々に開発・販売した。特に

集積回路（ＩＣ）を用いて１９６４年に作ったＩＢＭ／３６０シリーズは大きなシェアーを

得て汎用コンピュータの代名詞ともなった。また、１９７６年には科学技術用に特化したス

ーパーコンピュータがクレイ社から発売された。 

  配線を変えてプログラム作業       切れた真空管の取り替え 

（３）ＥＤＶＡＣ 

  このＥＮＩＡＣの欠点を解決するため、後にこのプロジェクトに加わったフォン・ノイマ

ンは、プログラムを回路の配線で行う代わりに、処理の手順をソフト

してメモリー（記憶素子）に蓄積しておき、一つずつ読み出して逐次

実行する方式を提案した。この型（逐次処理のプログラム記憶方式）

のコンピュータこそ、現在使われているノイマン型コンピュータと呼

ばれているものである。この方式でＥＤＶＡＣ(Electronic Discrete

Variable Calculator)という新しい機械が開発された。またイギリス

では１９４９年に同方式のＥＤＳＡＣコンピュータがつくられ、この

方が先に完成する。 

ウェアの命令コードと

 

ＩＢＭ／３８６シリーズ 

 

３．コンピュータの動作原理 

 ここでコンピュータの動作原理を説明する。コンピュータは演算や条件判断を行う頭脳に相当

する中央処理装置（ＣＰＵ Central Processing Unit）とメモリー、および外部との入出力を

行う周辺装置から成り立っている。ＣＰＵ内部にはレジスターと呼ばれるメモリーがあり、通常

レジスターに置かれたデータ同士で加算や乗算等の演算がなされる。 

                       フォン・ノイマン  コンピュータはクロック信号に同期して時間的にもデジタル的に進んでいく。すなわちＣＰＵ

にはプログラム・カウンターと呼ばれるレジスターがあり、クロック信号により通常数クロック

で１ずつカウントアップされるようになっている。このプログラムカウンタは機械語命令の置か

れたメモリー番地を指しており、順次この番地に置かれた命令コード（と呼ばれるデジタルデー

タ）をＣＰＵに読み込み解読

し（＝この命令コードでハー

ド的な演算回路の切り替えを

行い）次のクロック周期で命

令に基づく動作（レジスタ間

の演算やレジスターからメモ

リーへの書き込みやメモリー

からレジスターへの読み込み

等）を行う仕組みになってい

る。このようにメモリーに書

かれた命令を順番に読み込ん

で自動的にその処理を行って

いる。 

（４）商用コンピュータ 

 １９５０年代には、ＥＤＶＡＣを作ったモークリーとエッカートは会社を設立して、世界

初の商用実用コンピュータのＵＮＩＶＡＣ Ⅰを作った（会社名は後のユニシス）。日本でも、

１９５６年には富士フィルムの岡崎文次により真空管式コンピュータＦＵＪＩＣが作られ

る。 

  

    ＵＮＩＶＡＣ Ⅰ           ＦＵＪＩＣ（富士フィルム） 

 



この演算には算術的なもの以外に演算結果の値によって条件分岐させる（プログラムカウンタ

ーの値を１ずつ増やすのではなく別の値にジャンプさせる）命令を含んでいる。これにより、あ

たかもコンピュータがその時点での結果に基づいて自ら条件判断して別の動作（他の場所に書か

れた命令群を実行）をするようにプログラムすることができる。これが、コンピュータが単なる

計算機ではなく知的判断ができる「情報処理マシーン」とでも呼べる画期的な機能である。コン

ピュータが実行する機械語１命令は上述のように単純な動作であるが、これらを高速に多数回繰

り返す（殆どの処理は繰り返しループである）と高度な処理を行ったように見える。プログラム

の工夫でさらに複雑な動作が可能となる。 

 １９７６年には、ウォズニャックとスティーブン・

ジョブズが別のＣＰＵを使ったＡｐｐｌｅ Ⅰ

($666.66)という１ボードコンピュータを販売しアッ

プル社を設立する。翌年にはＡｐｐｌｅⅡ($1,298)と

いうベストセラーとなるパーソナルコンピュータを発

売し、パソコンの時代をつくる。 

日本でも１９７６年にはＮＥＣがｉ８０８０を使っ

た１ボードコンピュータＴＫ－８０(\88,000)を発売。

１９７９年には日本初のパーソナルコンピュータＰＣ

－８００１(\168,000)が発売され、日本のパソコン時

代が始まる。１９８１年にはＩＢＭ社の１６ビットパソコンＩＢＭ／ＰＣが、日本では翌年

ＮＥＣの１６ビットパソコンＰＣー９８０１が発売される。 

４．マイクロ・コンピュータとパソコンの出現 

（１）電卓 

 １９６４年シャープが世界初のトランジスター電卓 CS-10A を発売(\535,000)したが、大

きな旅行かばん程の大きさがあった。１９７０年には同じくシャープがＬＳＩを使った小型

電卓を１０万円を切る値段で発売、以降電卓ブームが起こる。 

              

       

 

 

    CS-10A(SHARP)   

 

 

 

ＴＫ－８０（ＮＥＣ）           

 

ＰＣ－８００１ 
（２）マイクロ・プロセッサの誕生 

（４）グラフィカル・ユーザーインタフェースの出現 

 １９７０代末からゼロックス社のパロアルト研究所では、マウスで画面上のアイコンをク

リックしてソフトウェアを起動させるＧＵＩ（グラフィカルユーザインタフェース）方式を

研究していた。１９８３年アップル社はこの方式を採用したＬｉｓａ($9,995)を作るが販売

不振のため、１９８４年に廉価版のＭａｃｉｎｔｏｓｈ($2,495)を発売し好評を得る。マイ

クロソフト社も文字ベースのＯＳであったＭＳ－ＤＯＳに加えて、１９８５年にＧＵＩ技術

を使ったＭＳ－Ｗｉｎｄｏｗｓという１６ビットＯＳを開発し、１９９４年にはその３２ビ

ット版のＷｉｎｄｏｗｓ９５を発売する。以降、パソコンの主流はＧＵＩを用いたＯＳとな

る。また、インターネットとパソコンの結びつきが深まる。 

 １９６９年日本の電卓メーカであったビジコン社がアメリカのＩＣメーカであるインテ

ル社と共同で、電卓用に使う目的で開発したのが、１チップのマイク

ロ・プロセッサｉ４００４である。これは電卓としても使えるようにプ

ログラムできる４ビットの汎用コンピュータとして設計されたもので

ある。インテル社はこの後、８ビットのＣＰＵであるｉ８０８０(1972

年)、１６ビットのｉ８０８６(1976 年)と開発を続け、現在の３２ビッ

トＰｅｎｔｉｕｍプロセッサにつながる流れを作ることになる。 

（３）パソコン 

 １９７４年にｉ８０８０を使ってＭＩＴＳ社のアル

ティアという組み立てコンピュータが出現。１９７５年

には、ビル．ゲイツとポール．アレンがこの機械に搭載

するプログラム言語としてＢＡＳＩＣを開発し、マイク

ロソフト社を設立する。 


